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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  17/389    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  15/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  19/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  21/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  17/389   　　　　
   Ｂ０１Ｊ  20/18    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  53/02    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｄ  15/00    　　　Ｋ
   Ｂ０１Ｊ  20/20    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ  19/16    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  21/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月21日(2010.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリフルオロメタンと他の物質との混合物からトリフルオロメタン量を減少させるプロ
セスであって、前記混合物と、有効孔径がトリフルオロメタンの少なくとも一部を優先的
に吸着するが、その他の物質は吸着しないサイズであるモレキュラーシーブとを接触させ
ることを含む、前記プロセス。
【請求項２】
　前記モレキュラーシーブは、その直径がその他の物質の有効分子直径よりも小さい孔径
を有する、請求項１に記載のプロセス。
【請求項３】
　前記プロセスは、トリフルオロメタンとトリフルオロヨードメタンとの混合物からトリ
フルオロメタンを分離する、請求項１に記載のプロセス。
【請求項４】
　トリフルオロメタンとトリフルオロヨードメタンとの混合物から分離される前記トリフ
ルオロメタンは、トリフルオロヨードメタンを含む冷媒混合物からインサイチューで製造
される、請求項３に記載のプロセス。
【請求項５】
　混合物から減少したトリフルオロメタン量は、減少後に約１０ｐｐｍ以下のトリフルオ
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ロメタンを含む混合物となる量である、請求項１に記載のプロセス。
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